




















を指摘する｡ また,博物館 ･園の社会状況 としての位置付けは,学術 (教育)～娯楽のス
ペク トル中に占める ドメインをエデュテインメントと仮称する部分であるとしている｡ こ
こに,科学技術館 ･科学館等は楽 しく学べる場 としての位置付けをみることができる｡
各施設の特質を活か した資料の収集,保管,調査研究,展示 ･教育普及事業が展開され
る中で,教育的活動では,市民のための科学教育との関わりだけでなく,学校の理科教育
との関わりがみ られる｡一般的には,市民教育に重点がおかれている中で,小 ･中学校 と




















B,Cの 3区分,中学校は第 1, 2分野の各領域の数値である｡
表 1 科学館の展示内容と理科学習内容の関連
小学校理科 中学校理科 合 計A区分 B区分 C区分 第 1分野 第2分野
物理 化学 生物 地学










館に入館 して一連の見学を終えた直後,個別に調査 した｡園児 ･小学校低中学年生につい
ては,質問紙の内容を面接形式に翻案 して調査 した｡実施時期は1997年 7月から9月にかけ
て行われた｡調査の詳細は次の様である｡ (a)調査対象 ;科学館に入館 した児童 ･生徒
152人, (b)調査場所 ;長崎市科学館出口付近, (C)調査の所要時間は一人当たり5-
10分である｡ (d)調査内容 ;科学館の展示内容に関する意識,理科学習との関連性理解,
博物館 ･園の利用状況等である｡
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質問事項を末尾に示す｡
4.調査内容と括果
調査 した児童 ･生徒数は,高校生12人,中学生10人,小学生124人,園児 4人,その他 2
人,計152人である｡ このうち小学校中 ･高学年の児童 ･生徒数は90人である｡ 男子68人,
女子 84人であり,性別比は,男子が44.7%,女子が55.3%を占める｡ 全体に占める小学生
は 8割を越える｡
(1) どこか ら来ま したか ?
イ)市内 100%


















(3) 見学 してどのように思いましたか ?
イ)お もしろい 96.1%
(4) とくに印象に残 ったところはどこですか ?
イ)長崎 ゾーン 16.4%
-)宇宙 ゾー ン 46.1%





































(5) 学校の授業に関することはありましたか ? (複数回答可能)
イ)物理 46.0% (力 4.6%,音 5.9%,光 13.8%,
熱 6.6%,電気 11.2%,エネルギー 3.9%)
ロ)化学 2.6%
-)生物 21.1% (動物 6.6%,植物 14.5%)
こ)地学 51.3% (宇宙 7.9%,大気 6.6%,地球 2.6%,




































富山智之 棚町仁志 :科学館が理科教育に果たす役割 31
ホ)コンピュータ 23.7% へ)ない 19.7%
調査 した小項目数は26項目である｡ 回答は,物理,化学,生物,地学,コンピュータの各
領域に分類 している｡延べ回答者数218人の主な領域ごとの人数を図4に示す｡
生 化 物 地
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項 目(2)科学館の開催行事に関する情報は,あらゆるメディアを通 して得 られている｡ 学
校で情報を得たとする人数比率は 5割を越える｡ 次いで,友人によるものは 1割程度で,
親と家族によるものと略同率である｡その他として,ポスター案内,タウン誌によるもの
が含まれている｡






体験できる科学館活動に高い興味 ･関心を示 し,視覚的にインパク トがある科学館の展示















る中で,物理を学びたいとするものは5割を占める｡ 地学は4割近 くを占め,地球 ･大気 ･
宇宙に関する事項についての関心が高いように思われる｡ コンピュータについては,直接
授業に関わるものではないにしても,操作 し映像をみることによって関心が高まったと考
えられる｡ 科学館独自の動物 ･植物検索 ソフ トにも興味を示 している｡ 化学的領域には全
く関心がみられない｡生物的領域は 1割程度であり予想外に低率である｡ 以上のような傾
向は,科学館の展示内容が子供達の学習意欲の動機付けになっているものと考えられる｡






































領域では,最新の器械 ･器具や新素材を活用 して観察 ･実験展示が行われていることか ら
して,子供達の意識に強い影響を及ぼ したものと思われる｡ 全体として,展示内容は理科
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の学習内容を理解するための手助けになるものであるといえる｡展示解説は,映像展示併
用手法が取入れられて分かりやす く紹介 し,子供達にとって消化できるものが多いといえ
る｡ 小学生には,体験が伴 うア トラクションが人気を得ているようである｡ 視覚的に訴え
るものだけではなく,体で感 じることができるものが科学原理を理解する手助けとなって
いるように思われる｡子供達の興味で,目を引 くのかコンピュータへの人気の高さである｡
データベースによる検索,動物 ･植物図鑑等の検索 ソフ トが自由に活用されているのは大
きな成果である｡文部省では,1998年12月,学習指導要領の改定を行った｡小学校から ■̀総





科学館の施設 ･設備の整備状況について述べる｡ 本調査の際に聞き取 った二,三の引率
者の意見 としては次のようなものが挙げられる｡ 展示物の配置を工夫する必要がある｡ア
トラクションの待ち時間が長いので,整理券発行,アナウンスを利用 してもっと円滑に行
えるように工夫 して欲 しい｡立派な科学館ができて今後をとても楽 しみにしている｡ 子供
達の興味を引いて.沸き立たせるような様 々なイベ ントを考えてもらって.体験に基づい
た科学の世界へ導いていって欲 しい｡入場ゲー トが物々しい反面,出口には何 もな く管理
不足だと思 う｡ 展示内容の割には料金が少 し高いのではないか｡気軽に何度 も行けるよう





計 した結果 10) によれば,調査対象,内容等が異なり,理科教育との係わりを調査 したもの
でもないので,一概に比較できないと思われるか,入館者構成比は,性別では女子が 5割
を越える｡小学生が6割を越え,児童 ･生徒が多 くを占めるが大人は 1割台である｡ 所在
地である久留米市内からの入館者は2割台であり,県内からは5割台,県外からも2割に
近い｡その分布は広範囲に及ぶ｡ リピーターは8割を越える｡ 開館後, 7年が経過 しその




次に,長崎市科学館を取 り巻 く現況について述べる｡ 科学館は開館 して3年が経過 した｡
全景写真を図 6に示す｡年間行事は以前にも増 して多彩である｡ これらの行事は, ~科学
館ニュース"や "広報なかさき"で一般市民に通知 されている｡ 最近の科学館の大きなイ
ベントは "青少年のための科学の祭典"である｡ 元来,このイベントは,1991年に潮り, "中
学 ･高校生のための科学実験講座" (主催 :日本物理教育学会)に始まり,翌年,全国大
会 "青少年のための科学の祭典" (主催 :科学技術庁･(財)日本科学技術振興財団 ･科学技
術館)に引き継がれた 11･12)｡1999年度は,全国各地,40個所で地方大会が実施 (予定を含
■■■iiiij■■■■■










室の催 しは子供達の要求に答えるものと思われる｡ 興味 ･関心を喚起させるだけでなく科
学的探求力を育む手立てが必要と思われる｡
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るような環境をつ くることが最 も重要であると考える｡ 展示内容を容易に更新できるよう

























私たちは科学館に関する研究を行 っています｡お忙 しいところ,まことに申 し訳 ござい
ませんが,私たちの意をお くみ取 りいただき,ご協力のほどよろしくお願い します｡
小 ･中 ･高 [ ]年 (男 ･女) 下記について,○印またはご記入 ください｡
質問事項
(1) どこか ら釆 ま したか ? その際の交通手段は何ですか｡また,その時の所要時間は
どの くらいですか｡
イ)市内 ①徒歩 ②自転車 ③バス,電車 ④自家用車 ⑤その他 ( )
ロ)市外 片道の所要時間 ( )分
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(2) 何によって知 りましたか ?
イ)学校 ロ)広報なかさき -)テ レビ こ)両親 ホ)新聞
へ)友人 卜)家族 チ)その他 ( )
(3) 見学 してどのように思いましたか ?
イ)お もしろかった ロ)おもしろくなかった
(4) とくに印象が残 ったところはどこですか ?
イ)長崎ゾーン ロ)地球ゾーン -)宇宙ゾーン ニ)天文台
ホ)プラネタリウム へ)全天周映画 ト)その他 ( )
(5) 学校の授業に関することはありましたか ?
以下の中で思いつ くものにい くつでも○をつけて下 さい｡
力のはたらき, 物体の運動, 熱, 音, 光, 電気, エネルギー,
物質, 化学変化, イオン, 分子, 原子, 植物, 動物, 細胞,
天気, 地震, 火山, 岩石, 土, 地層, 化石, 地球, 宇宙,
その他 ( )
(6) 今後 どんなことについて学びたいですか ?
以下の中で学びたいものにい くつでも○をつけて ください｡
力のはた らき, 物体の運動, 熱, 音, 光, 電気, エネルギー,
物質, 化学変化, イオン, 分子, 原子, 植物, 動物, 細胞,
天気, 地震, 火山, 岩石, 土, 地層, 化石, 地球, 宇宙,
コンピュータ, その他 ( )
(7) 旧長崎市児童科学館に行 ったことはありますか ? ある場合は何回行きましたか｡
イ)ある ( )回 ロ)ない







イ)初めて ロ) 2回目 -) 3回以上
nl)他の科学館 ･園などへ行 ったことがありますか ? (動 ･植物園,水族館,博物館)
イ)はい ロ)いいえ
